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〔研究課題〕日本近代文学作家の文体
On　the　Style　of　Japanese　Modem　Writers
〔発表誌・発行所〕『表現学会監修　表現学大系　第16巻』
1999年11月9日
〔表題〕「北杜夫一初期掌篇四種，「KRANKHEIT（病
気）」の世界」
〔研究概略〕1998・1999年度における本研究は，「大正文
学の作家の文体を通してく大正文学に見る倦怠の心情〉
を明らかにすること」を目的として行われてきた。
　その過程で，①芥川龍之介がトーマス・マンの，日本
における早期の読者のひとりであり，芥川の「父」や「芋
粥」にはマンの「トビアス・ミンデルニヅケル」が色濃
く反映されていること，そしてまた，②井伏鱒二が，訳
ではあれ，マンの同じ作品（邦題「トビアスと犬」）を
読んでいる可能性があり，戦後の作品にその受容をうか
がわせるものがあること，などが明らかとなってきた。
これらのことは，「井伏鱒二とトオマス・マンー〈芥
川と『トビアス・ミンデルニッケル』〉にも言及して」
と題して，文学教育研究者集団（第17・18期日本学術会
議登録団体）機関誌『文学と教育』No．181（1998．6．30
こうち書房刊）に発表した。
　トーマス・マンと日本の作家との関連・関係と言え
ぽ，辻邦生や北杜夫の名がすぐにも浮かんでくるわけだ
が，大正時代の前半期にあって既にその受容がなされ，
日本の近代文学の成熟過程にマンの文学が小さからぬ力
を持っていたことが，これで明らかとなってきたわけで
ある。
　こうした成果を目の前にして見れば，本研究もしばし
迂回作戦をとらざるをえない。そこでひとまず，日本文
学のマンの受容の歴史を，〈芥川一井伏一辻・北〉の線
上で検証し確認することとなる。
　〈北杜夫とトーマス・マソ〉という課題を新たに設定，
北の初期の作品「病死についての童話」を原構想にまで
戻って検証したものが，今回提出した「北杜夫一初期
掌篇四種，『KRANKHEIT（病気）』の世界」（表現学
会監修『表現学大系』第16巻，1999．11．9教育出版セ
ンター刊）である。
　「ブッデソグローグ家の人びと」に代表されるマンの，
それぞれに完結した小宇宙をなす挿話を積み重ねて一つ
の宇宙を構成する，長編をも可能とする小説作法を，北
は十分に摂取し我がものと成している。が，そうした作
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法は北のみにとどまらず，芥川の「大導寺信輔の半生」
や「或阿呆の一生」など，井伏の「川」や「集金旅行」
などにも色濃く見られ，さらにマンとの関係を追究する
ことで，大正期から昭和期にかけての日本文学の小説作
法を解明する手がかりとなるかもしれない。
　本研究もやっと緒に就いたところである。
